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平成３０年８月発行 第２２０号 発行責任者 加藤裕子 

                      今年も７/１４（土）、１５（日）に療育キャンプへ参加させてい 

ただきました。前の週は大雨で、留萌方面の海を見ている 

と、今回は海水浴はムリかも・・・と、内心あきらめていました。 

が、当日は、晴天に恵まれ、幸運にも海に入る事ができたの 

で、大喜びでした。（息子が、海パンを忘れ、急遽購入というハプニングはありましたが）冷たい水で、子供達

は、海に入っては砂地に上がり、甲羅干しをしながら、とても楽しい行事でした。 

          ２日目は、打って変わって大雨の中、子供達は、ボランティア 

さんと妹背牛町カーリングホールで活動し、母達は、ゆっくり 

のんびり温泉へ直行。のんびりまったり過ごすことができました。 

年々、参加者もボランティアさんも減少していく行事ですが、 

今後も続けて欲しいと思います。              高橋  

～賛助会員ご入会ありがとうございました～ 

                （順不同・敬称は省略させていただきます） 

【団 体 様】      

● 障がい者生活支援センター みらい      

● 特定非営利活動法人 いちにのさん 

【個 人 様】      

佐々木 ひふみ （特定非営利活動法人 いちにのさん）    

荒木 恵一  笠井 恵   磯崎 政枝   木村 真典   伊藤 久代  中村 暁子 

二階堂 恭代 川島 純子  林 敦子     佐藤 雅俊     他 ５７名  

    （  

 

６月２３日、KLUC ボランティアの方と福祉バスに乗ってサンピアザ水族館に行ってきました！  

コツメカワウソ？のふれあいタイムでは餌をあげておもしろかったです。手が小さかったです！  

ボランティアのお兄さんと、バスの中でカメとアザラシのお話をして楽しかったです。   

家に帰ってお土産のサブレを食べました。美味しかったです。      

皆さんありがとうございました！！                         
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＊＊＊平成３０年７月２８日（土）～２９日（日）＊＊＊ 

  

7/28 1 日目 第 4 分科会「高齢」に参加しました。各分科会の中でも、例年、参加者が多いと言われている

ところです。(毎年、参加者数が発表されますが、平均年齢も公表されると感慨深いものがありそうです。確実に、

高齢化していますので・・・) 

親亡き後に思いを馳せて、しょうがいを持つ我が子の行く末を、さまざまに思い悩まない親は、いないと思い

ます。しょうがいのある人は、本来の年齢よりも 10 歳ほど早い、イヤ、15 歳早いという説もあります。かつて、い

え今現在も、生きにくさを背負った我が子より 1 日でも長く生きたいと考える親は多いと思います。しかしそれ

は、普通に考えれば、かなり難しいことです。 

分科会では、入居施設内で、若く活発に活動するグループと、高齢となりゆったりのんびりと活動するグルー

プの二極化への対応、生活の中で喜びを感じられるよう、心身の状態をいかに客観的に評価し、心に寄り添った

支援ができるのか？また、高齢・加齢化の実態を学び、高齢しょうがい者に配慮された場とはいかなるものかを、

より具体的に早急に対応しようとしている活動、「50・80問題」「しょうがい者が親を看取ることへの支援」「終末

期の対応」などへの考え方などが話されました。 

私たちの子どもたちの将来の生活の場が、自宅であっても施設であっても、生活動作のレベルを下げること

なく、日々の中で楽しみを持ちながら暮らしていければ何よりと考えています。コーディネーターの方が最後に

話された「親が安心して、先に逝けるようにするために、どうしたら良いか？“親亡き後”のために“親あるうちか

ら“親の立場で行政に働きかけ、迫ることが重要」という言葉が、心に響きました。親の会は一つの活動体である

ということの確認になりました。 

7/29 2 日目 記念公演は、田中康雄先生の「みんなと暮らす・発達障害への理解と支援」 でした。 

先生は「医療者の関わりは、障がいの克服や消退でなく、子供当人や家族、あるいは関係者が「日々を丁寧に生

きる」ことへの応援であること。「丁寧に生きる」といいうことは、達成感や成就感を提供するだけでなく、日々

の口惜しさや痛みもまた、正しく受け止めること。また、快適に生きるだけではなく、自らを誉め、労いながら、明

日をまた生きていく勇気を持つことである」とされていたことが、印象的でした。        加藤  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３分科会「暮らす」に参加しました。基調講演はなく、事業所さん、ご本人 

さん、ご家族の方からそれぞれ、グループホームでの生活を中心にしたテ 

ーマでお話ししていただきました。ご家族の方が、お子さんがグループホー 

ムに入ったきっかけは、仕事をして５年くらいして何か様子がおかしくなった 

事だと言い、それは、家族ではない仲間がほしかったのだそうです。 

ホームに入って変わったところは、皆とのルールを守ることが出来るように 

なった事。しかし、全てにおいて行き届いている訳ではないので連絡を取りな 

がら解決しているそうです。今後は、休日の使い方が難しいご本人さんの為に 

支援があったらいいなと思っているとの事です。 

 分科会の最後に「暮らす」とは、どう言う事か投げかけられました。社会と 

ふれあって、自分が楽しいと思える、参加出来る事が暮らすという事なのでは。自分の家の中で暮らすのが、

暮らすことではないと、おっしゃっていました。いろいろと考えさせられました。     中川  
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７月２８日土曜日：●オカリナ演奏 ●茶道体験 ●マジックショー  

●アイシングデコクッキー作り 

●T シャツ染体験  

７月２９日日曜日：●カラーガード作成 ステージにてダンス 
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平成 30 年 6月 30 日（土）、北方学術情報センター・ポルトにて、北海道自閉症協会総会がありました。 

当会から、斉藤、仲上が出席しました。 

各分会からの意見交換で、今までと同じ内容で申請を行ったにも関わらず、障がい年金が減額された例

があがりました。判定基準については、その場では明確にはなりませんでしたが、話の最後に、今までは行き

場のない親子の居場所作りから始まったが、現在は様々な児童サービスが充実してきており、子供達はいろ

いろな経験が出来るようになりました。 

親の会として今後、成人期の制度について、情報交換や学習の場を持つことは、大事なことではないかと

締めくくられました。 

                                     仲上  

チャレンジドは、今回で４回目。スタッフさんの中で、子供の顔を覚えてくれている方もいて、嬉しく思いまし

た。今年は、オカリナ演奏を聞いて、歌って踊って楽しいコンサートが待っていました。子供に何をしたか聞い

たら、お茶をいただく仕草！たまにしか手にすることがないので、いい経験をさせてもらったと思います。 

綺麗な色に染めた T シャツと、手作りの旗（カラーガード）は、閉会式の時にステージで音楽に合わせて披露

され、あたたかい雰囲気になりました。 

  ６月９日の友愛セールは、 

沢山の方々に来ていただき

大盛況でした。 

福祉のつどいは、１０月１３日（土）

北広島市芸術文化ホールと、 

なっております。 
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※この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たちの活動を
広く紹介する目的で発行しています。他の目的に使用しないよ
う、また、破棄する場合は取り扱いにご注意下さるようお願いい
たします。 
 

🔶会報担当 斉藤 中川 井上🔶 

 
〇年会費 ６０００円 

〇会費は、１年分の前納制とし、青空会、または、

振込みにて納入してください。 

 ただし、中途入会者は、入会月から３月までの 

 月数分の会費となります。 

〇会費に関するご相談は、会計までお願いしま

す。 

【お振込み先口座】 

北海道銀行 北広島支店 

（普）１１５－０４３１１２３ 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会 

会長 加藤 裕子 

【活動報告】 

６月 ９日    友愛セールお手伝い 

（中川） 

６月 1４日    青空会 

       とーもす北広島さんと打ち 

合わせ 

６月２３日 KLUC 夏のレクリエーション 

に参加 

  （千葉・岡本・中川・高橋） 

６月３０日 北海道自閉症協会総会出席 

（斉藤・仲上） 

７月  １日 フレンドリーセンター事業 

       農業体験教室に参加 

（佐藤・浮田・岡本・中川） 

７月 １２日 役員会 

       フレンドリーセンター片付け 

７月１４     療育キャンプ参加 

～１５日       （高橋・大西） 

７月２８     北海道手をつなぐ育成会 

～２９日    全道大会苫小牧大会参加 

(加藤・高木・中川) 

日帰りバスツアーのお知らせ 

先日郵送にて生活支援活動でお誘いしました、大倉

山展望台と円山動物園へのお出かけですが、間もな

く締め切りですので、お忘れ無き様にご確認下さい。 

 

日時     ８月 26 日（日）   

中央公民館    9：45 

夢プラザ     10:00 

参加費   対象児者・小学生以下  無料 

         子供  100 円   大人  500 円 

締め切り  ８月 10 日（金） 

※詳細は郵送済のプリントをご覧下さい。 

                北海道手をつなぐ 

育成会全道大会で 

参加した分科会に、道育

成会の佐藤会長がいました。終了間際、発言された中

に、もう子供より 1 日長生きしたいなんて言う時代じゃ

ないと、きっぱり。そうなんだよね。真面目に考えなき

ゃなぁと、頭では思っていても日々の生活をクリアして

いくだけで、いっぱいいっぱい。家族以外の人と外出

するのを楽しみにするようになってきた子供と、次の

チャレンジを考える時期は、そう遠くないのかもな。他

の家族もひっくるめて、未来予想図、書き始めてみよ

うか ・ ・ ・ T 

つぶやき 


